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恒 心

★
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
東
北
三
県
の
壊

滅
的
な
被
災
地
の
復
旧
、
復
興
を
急
ぎ
、

被
害
に
遭
っ
た
人
々
へ
援
助
の
手
を
差
し
延

べ
る
の
は
何
は
さ
て
置
い
て
も
最
優
先
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
避
難
所
生
活
も
そ
ろ

そ
ろ
限
界
で
あ
る
。
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
人
達
に
早
く
正
常
な
生
活
に
戻
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
★
今
回
の
場
合
、
地
震
、
そ

の
後
の
津
波
の
被
害
だ
け
で
な
く
、
原
発
事
故
が
重
な
り

政
府
の
対
応
に
も
難
し
い
こ
と
が
多
い
の
は
理
解
で
き
る

が
、
そ
れ
に
し
て
も
政
府
の
対
応
の
ま
ず
さ
、
遅
さ
に
不

平
を
も
ら
す
人
が
多
い
。
民
主
党
の
政
治
主
導
の
や
り
方

が
い
か
に
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。
★
官
僚
に
頼
ら
な
い
政
治
主
導
の
確
立
は
聞
こ
え
は

い
い
が
、
現
実
的
で
は
な
い
。
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
政
治
主

導
を
掲
げ
た
た
め
に
、
優
秀
な
官
僚
の
知
恵
を
借
り
る
こ

と
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
素
人
集
団
の
民
主
党
で
あ

る
。
こ
の
際
恥
も
外
聞
も
見
栄
も
捨
て
て
彼
ら
の
能
力
を

生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
★
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト（
政
権
公
約
）に

こ
だ
わ
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
施
策
は
中
途
半
端
に

終
わ
る
可
能
性
が
高
い
。
先
の
一
次
補
正
で
は
、
何
と
か

財
源
を
捻
出
し
た
が
、
10
兆
円
規
模
と
な
る
2
次
補
正

で
は
、
民
主
党
の
4
ｋ
と
い
わ
れ
る
無
駄
な
ば
ら
撒
き
施

策
を
撤
回
し
な
い
限
り
、
野
党
の
賛
成
は
得
ら
れ
な
い
。

★
熟
議
と
か
熟
慮
と
か
か
っ
こ
い
い
言
葉
を
民
主
党
内
閣

は
連
発
す
る
が
、
菅
首
相
の
判
断
は
、
国
家
、
国
民
の
た

め
よ
り
も
、
全
て
政
権
延
命
に
有
利
、
不
利
で
決
ま
る
。

中
部
電
力
浜
岡
原
発
の
稼
動
停
止
要
請
は
、
た
し
か
に

首
相
の
勇
断
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
国
民
の
受
け
を

狙
っ
た
も
の
で
素
直
に
評
価
で
き
な
い
。
中
止
に
よ
る
膨

大
な
燃
料
負
担
を
ど
う
す
る
の
か
。
夏
の
電
力
は
確
保
で

き
る
の
か
。
熟
議
、熟
慮
し
た
形
跡
が
全
く
見
ら
れ
な
い
。

統
一
地
方
選
挙
で
劣
勢
を
挽
回
し
、
民
主
党
に
大
き
く
勝
利
、
府
会
、

京
都
市
会
で
第
一
党
の
座
を
堅
持
し
て
勢
い
づ
く
自
民
党
京
都
府
連
。
来

る
5
月
28
日
に
京
都
産
業
会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
、
平
成
23
年
度
の
定
期

大
会
を
開
く
。
今
回
は
役
員
の
改
選
時
期
で
あ
り
、
新
し
い
会
長
、
幹
事

長
を
選
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
会
長
は
二
ノ
湯
参
議
院
議
員
が
続

投
し
、
幹
事
長
に
は
京
都
市
会
議
員
の
橋
村
芳
和
氏
が
就
任
す
る
予
定
で

あ
る
。
新
し
い
執
行
部
は
、
野
党
に
な
っ
た
現
在
、
戦
う
自
民
党
に
脱
皮

す
る
た
め
に
、
党
員
増
大
に
努
め
、
若
手
の
活
動
家
を
育
て
、
信
賞
必
罰

を
導
入
し
、
真
に
足
腰
の
強
い
組
織
を
作
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
面
は
来
年
早
々
に
も
執
行
さ
れ
る
京
都
市
長
選
挙
へ
の
対
応
、
そ
し
て

予
想
さ
れ
る
衆
議
院
総
選
挙
で
議
席
が
空
白
と
な
っ
て
い
る
小
選
挙
区
で

勝
利
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
な
お
、
当
日
来
賓
と
し
て
、
山

田
啓
二
京
都
府
知
事
、
門
川
大
作
京
都
市
長
が
出
席
の
予
定
で
あ
る
。

政
権
奪
還
に
向
け
強
い
組
織
を
目
指
す

対抗馬がなく無投票当選となった京田辺市長（上）木津川市長（下）選挙
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知事会総会で挨拶する山田知事

山
田
知
事
、
全
国
知
事
会
長
に 

期
待
さ
れ
る
地
方
自
治
へ
の
見
識

自民党京都府支部連合会の会長、幹事長を含む役員の
任期は次期大会迄である。会長は衆参国会議員の中から
互選、幹事長は府会、京都市会で交互に選出するのが慣
例となっている。4月28日、東京で国会議員団会議を開
き、二ノ湯会長の続投を決めた。幹事長は、市長選のあ
るときは、京都市議団から選ばれる。京都府連の中に設
置された「会長・幹事長選挙管理委員会」では自民党京
都府会議員団、京都市会議員団に幹事長選考を依頼、両
議員団から橋村芳和京都市議（49才）を推薦するとの報
告があった。これを受けて、自民党京都府連幹部会・常
任総務合同会議を開き、二ノ湯会長、橋村幹事長をはじ
めとする新しい人事案件を承認、来る5月28日に開催さ
れる党大会で提案、承認を得る予定である。橋村氏は当
選5回、市会議員に当選する前は谷垣禎一衆議院議員の
秘書を務めていた。
経歴
昭和60年	 龍谷大学法学部　卒業
平成 3 年	 京都市会議員初当選
平成13年	 党府連・青年局長
平成19年	 市会議員団代表幹事
平成21年	 市会運営委員会委員長

生年月日：昭和36年12月18日

統一選挙が終わり地方議会では、議会を開き、最優先
に議長はじめ常任委員長などの人事を決めることになっ
ている。焦点の人事である議長については、府会、京都
市会において自民党が第一党を堅持したために、引き続
き自民党議員団から選出される。議長人事は、主として
当選回数が決め手となる。府会では当選5回以上の議員
が5人、京都市会では3人である。市会では小林正明氏
（北区）、大西均氏（左京区）、橋村芳和氏（伏見区）の3人
が対象者であったが、小林正明氏（63才）を議長候補に
推薦、与党会派の賛同を得て、第77代市会議長に選出
された。府会は今月23日に議会が召集され、新しい議
長を選出する予定である。
経歴
昭和45年	 立命館大学　卒業
昭和58年	 衆議院議員伊吹文明秘書
平成 3 年	 京都市会議員初当選
平成 8 年	 市会文教消防委員長
平成 9 年	 党府連組織副委員長
平成17年	 市会普通予算・決算特別委員会委員長
	 党府連政調会長
平成18年	 党府連政調会長
平成21年	 交通水道委員会委員長

生年月日：昭和23年1月12日

都
道
府
県
、
市
町
村
の
首
長
お
よ
び
、
議
長

の
全
国
組
織
が
あ
り
、
地
方
6
団
体
と
い
わ
れ

て
い
る
。
親
睦
を
目
的
と
す
る
連
合
組
織
で
は

な
く
、
地
方
自
治
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
公
的

な
組
織
で
あ
る
。
地
方
団
体
の
代
表
と
し
て
、

地
方
の
課
題
に
つ
い
て
政
府
に
意
見
を
述
べ
、
問

題
解
決
に
努
力
す
る
の
が
大
き
な
役
割
で
あ
る
。

中
で
も
全
国
知
事
会
会
長
は
6
団
体
の
先
頭
に

立
っ
て
、
旗
振
り
の
役
目
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
今
回
、
近
畿
地
方
の
知
事
が
中
心
と

な
っ
て
、
会
長
候
補
に
山
田
啓
二
京
都
府
知
事

を
担
ぎ
、
上
田
埼
玉
県
知
事
と
争
い
、
僅
少
差

で
勝
利
し
、
第
11
代
会
長
に
選
出
さ
れ
た
。
会

長
に
京
都
府
知
事
が
就
任
す
る
の
は
初
め
て
で

あ
る
。
総
務
省
出
身
の
山
田
知
事
は
地
方
行
財

政
に
精
通
し
て
い
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
将
来

の
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
も
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
な
お
京
都
府
の
関
係
者
で
地
方
6
団

体
の
長
を
経
験
し
て
い
な
い
の
は
全
国
町
村
会

長
だ
け
で
、
そ
れ
以
外
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①知事会
第11代 山 田 啓 二 京都府

②市長会
第2代 神 戸 正 雄 京都市
第10代 高 山 義 三 京都市

③町村会
（副会長） 野 中 廣 務 園部町

④都道府県議長会
第52代 小牧誠一郎 京都府
第62代 家 元 丈 夫 京都府

⑤市議会議長会
第14代 冨森吉次郎 京都市
第21代 竹 内 忠 治 京都市
第53代 二之湯　智 京都市

⑥町村議会議長会
第27代 中 川 圭 一 園部町

カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
譲
り
く
だ
さ
い

普
段
気
に
し
な
い
が
大
事
な
も
の

非
常
時
と
な
り
、
不
自
由
な
避
難
生
活
を

送
っ
て
い
る
と
普
段
あ
ま
り
気
に
し
な
い
こ

と
が
非
常
に
大
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て

く
る
。
先
日
出
会
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者
が
、

東
日
本
大
震
災
で
避
難
生
活
を
し
て
い
る
人

が
、
カ
レ
ン
ダ
ー
を
欲
し
が
っ
て
い
る
と

言
っ
て
い
た
。
確
か
に
毎
日
決
ま
っ
た
仕
事

を
す
る
こ
と
も
な
く
、
一
日
中
避
難
所
に
い

れ
ば
、
今
日
が
何
曜
日
な
の
か
、
曜
日
も
分

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
曜

日
を
確
認
し
た
り
、
行
事
を
書
き
入
れ
る
た

め
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
欲
し
が
っ
て
い
る
人
が

多
い
そ
う
だ
。
年
末
に
な
る
と
多
く
の
カ
レ

ン
ダ
ー
を
事
務
所
に
い
た
だ
く
が
、
あ
ち
ら

こ
ち
ら
に
掲
げ
て
は
い
る
も
の
の
、
部
屋
に

残
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
新
年
か
ら
5
ヶ

月
近
く
も
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
事
業
所
・
ご

家
庭
に
、
未
だ
カ
レ
ン
ダ
ー
を
お
持
ち
で
あ

れ
ば
、
お
譲
り
下
さ
い
。
連
絡
を
お
待
ち
致

し
て
お
り
ま
す
。

地方六団体歴代会長（京都）

橋村芳和氏小林正明氏

府会は来週早々に決定
京都市会議長に小林正明氏 府連幹事長に橋村京都市議
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今期限りで勇退した坪内正一氏（府会、長岡京市・乙訓郡）、田中セツ子氏（市会、南区）の2人の
前議員から在職中の思い出などのメッセージを寄せていただいた。

私
は
、
昭
和
61
年
4
月
の
京
都
府
議
会
議
員
補
欠
選

挙
で
初
当
選
以
来
、
7
期
25
年
間
に
わ
た
り
、
地
元
の

課
題
の
解
決
と
京
都
府
の
均
衡
あ
る
発
展
を
め
ざ
し
て

努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。
1
月
26
日
、
偶
然
エ
ジ
プ
ト

の
カ
イ
ロ
市
に
居
ま
し
た
。
市
内
の
広
場
に
デ
モ
隊
が

集
ま
り
、
市
街
の
道
路
に
は
戦
車
が
並
び
、
デ
モ
隊
と

対
峙
し
て
い
る
現
場
を
見
ま
し
た
。
現
地
の
ガ
イ
ド
の

説
明
に
よ
る
と
、
エ
ジ
プ
ト
の
ム
バ
ラ
ク
大
統
領
が
30

年
間
に
わ
た
り
独
裁
政
治
を
や
っ
て
き
て
、
大
統
領
の

言
う
こ
と
を
聞
か
な
か
っ
た
ら
何
も
で
き
な
い
。
そ
の

不
満
が
こ
の
デ
モ
に
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。
こ

れ
を
聞
い
て
、
私
の
若
い
頃
の
京
都
府
と
同
じ
だ
と
思

い
出
し
ま
し
た
。
共
産
党
が
操
る
蜷
川
独
裁
府
政
で
あ

り
ま
す
。
蜷
川
府
政
の
言
う
事
を
聞
か
な
け
れ
ば
何
も

で
き
な
い
時
代
で
し
た
。
知
事
選
挙
と
も
な
る
と
、
公

務
員
の
選
挙
活
動
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
に
、
府

の
出
先
機
関
の
職
員
が
勤
務
時
間
中
か
ら
選
挙
の
ビ
ラ
配

布
に
か
り
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
何
の
と
が

め
も
な
く
、
こ
れ
を
見
過
ご
せ
ば
、
京
都
府
が
共
産
党
の

独
裁
政
治
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
強
い
思
い
が
、
私
が

政
治
活
動
に
か
か
わ
る
始
ま
り
で
し
た
。

昭
和
53
年
4
月
に
蜷
川
府
政
が
終
わ
り
、
林
田
府
政
が

誕
生
、
府
政
も
正
常
化
の
道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
蜷
川
時
代
の
遅
れ
を
取
り
戻
す
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
も
後
遺
症
の
一
例
と
し
て
高
速
道
路
の
整

備
率
は
全
国
最
下
位
で
す
。
名
神
高
速
道
路
が
開
通
し
て

か
ら
後
、
京
都
府
は
20
年
の
間
、
国
の
事
業
と
し
て
府
内

で
の
高
速
道
路
事
業
は
何
一
つ
や
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
い
ま

だ
に
京
都
縦
貫
自
動
車
道
路
が
未
開
通
と
な
っ
て
い
る
。

他
府
県
並
み
に
事
業
に
着
手
し
て
い
た
な
ら
ば
、
京
都
府

た
よ
う
に
仮
免
許
政

権
で
あ
り
、
国
を
守

る
政
権
担
当
能
力
が

無
い
政
権
で
あ
り
ま

す
。
早
く
政
権
交
代

を
し
な
け
れ
ば
、
一

日
延
び
る
毎
に
日
本

国
が
凋

ち
ょ
う

落ら
く

し
て
い
く

の
で
は
な
い
か
と
心

配
で
す
。

の
北
中
部
は
大
き
く
発
展
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ま
す
。

ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、
そ
の
時
代
の
為
政
者
に
よ
っ
て
、

地
域
の
発
展
や
住
民
の
安
心
・
安
全
が
い
か
に
違
っ
て
く

る
か
が
判
り
ま
す
。
今
の
政
権
は
、
菅
総
理
が
自
ら
言
っ

市
会
議
員
20
年
間
を
振
り
返
る
と
色
々
あ
っ
た
が
、

私
に
と
っ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
議
会
は
議
員
定
数
等

特
別
委
員
会
で
す
。
全
国
で
9
割
を
超
え
る
地
方
議

会
が
議
員
定
数
を
法
定
上
限
以
下
に
減
ら
し
て
い
る

が
、
京
都
市
議
会
は
35
年
間
、
定
数
を
一
度
も
変
更
し

て
い
な
か
っ
た
。
定
数
削
減
問
題
は
議
員
生
命
に
関
わ

り
、
簡
単
に
ま
と
ま
ら
な
い
と
言
わ
れ
て
き
た
。
し
か

し
平
成
13
年
3
月
に
議
員
定
数
等
特
別
委
員
会（
田
中

セ
ツ
子
委
員
長
）が
設
置
さ
れ
、
議
員
同
士
が
オ
ー
プ

ン
に
議
論
し
、
時
に
は
与
党
の
委
員
ら
が
激
し
い
や
り

取
り
を
し
た
。
京
都
市
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
非

常
事
態
宣
言
を
出
し
、
指
定
都
市
で
初
の
全
職
員
の
給

与
カ
ッ
ト
、
リ
ス
ト
ラ
を
断
行
し
た
。
議
会
も
議
会
改

革
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で
し
た
。
特
別
委
員

会
を
11
回
開
催
し
、
精
力
的
に
議
論
し
、
14
年
3
月
26

日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
賛
成
多
数
で
議
会
議
員
定
数
条

例
が
可
決
さ
れ
た
。
改
正
の
内
容
は
議
員
定
数
72
人
を
69

人
と
す
る
。
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
①
人
口
は
多
い
け
れ
ど

も
、
人
口
の
少
な
い
行
政
区
よ
り
も
議
員
定
数
が
少
な
い

と
い
う
現
象（
い
わ
ゆ
る
逆
転
現
象
）を
す
べ
て
解
消
し

た
。
②
大
幅
な
定
数
の
増
減
は
、
選
挙
区
の
候
補
者
や
選

挙
民
に
混
乱
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
激
変
緩
和
措
置

と
し
て
増
減
は
1
人
以
内
に
す
る
こ
と
に
し
た
。
③
西
京

区
と
上
京
区
と
の
格
差
を
1
・
54
倍
に
ま
で
縮
め
、
前
回

平
成
2
年
の
定
数
是
正
時
の
1
・
66
倍
よ
り
更
に
是
正
を

強
化
し
た
。
④
市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
市
会
と
し

て
何
が
出
来
る
の
か
を
市
民
の
目
線
に
立
っ
て
考
え
、
市

民
に
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
法
定
上
限
数
72
人
に

対
し
69
人
と
し
た
。
共
産
党
は
格
差
是
正
は
当
然
必
要
と

考
え
る
が
、
総
定
数
削
減
は
議
会
活
動
を
弱
体
化
さ
せ
る

の
内
容
が
報
道
さ
れ

て
い
た
。
新
し
い
自

治
体
議
会
へ
の
扉
を

開
け
、
議
員
定
数
等

条
例
案
を
誇
り
を

持
っ
て
提
案
説
明
し

た
こ
と
を
思
い
出
し

ま
す
。

も
の
で
72
人
を
堅
持
す
べ
き
と
発
言
し
、
議
案
に
反
対
し

た
。
こ
の
委
員
会
は
毎
回
入
口
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｋ
Ｂ
Ｓ
の
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
お
り
、
記
者
席
に
は
委
員
よ
り
早

く
市
政
記
者
が
着
席
し
、
翌
日
の
朝
刊
に
は
必
ず
委
員
会

共産府政打倒が政治活動の始まり誇りたい議員定数削減の条例
坪 内 正 一田中セツ子

後継者と握手する坪内氏議員定数等特別委員会での田中氏
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一
、
統
一
選
後
半
戦
も
自
民
党
の
健
闘
、
民
主

党
の
苦
戦
が
目
立
っ
た
。
京
都
府
で
向
日
、
京

田
辺
、
木
津
川
の
3
市
で
市
長
選
挙
が
実
施
さ

れ
た
が
、
選
挙
が
行
わ
れ
た
の
は
向
日
市
だ

け
。
い
ず
れ
も
保
守
の
市
長
だ
が
、
民
主
党
は

候
補
者
の
擁
立
が
出
来
な
か
っ
た
。

一
、
府
連
会
長
は
結
構
忙
し
い
。
4
月
1
日
か

ら
23
日
ま
で
、
京
都
府
下
の
自
民
党
公
認
、
推

薦
候
補
者
の
事
務
所
激
励
訪
問
、
個
人
演
説

会
、
決
起
大
会
に
出
席
し
た
数
は
104
回
。
そ
れ

で
も
ほ
と
ん
ど
の
候
補
者
が
当
選
し
、
疲
れ
も

余
り
残
ら
な
か
っ
た
。

一
、
東
電
福
島
原
発
事
故
で
多
く
の
人
達
が
不

自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
避
難
所
を

東
京
電
力
の
会
長
、
社
長
以
下
の
幹
部
が
お
詫

び
と
謝
罪
に
回
っ
て
い
る
。
避
難
さ
れ
て
い
る

人
の
気
持
ち
は
痛
い
ほ
ど
分
か
る
が
、
土
下
座

さ
せ
謝
ら
せ
て
い
る
姿
は
い
か
が
な
も
の
か
。

一
、
国
会
議
員
の
政
治
活
動
を
支
え
る
た
め
に

国
か
ら
政
党
助
成
金
が
、
支
給
さ
れ
て
い
る
。

自
民
党
の
場
合
、
議
員
の
数
が
減
り
、
し
か
も

野
党
と
な
っ
た
た
め
に
台
所
事
情
が
極
端
に
悪

く
な
り
、
議
員
に
交
付
さ
れ
る
資
金
が
大
幅
に

減
り
、
政
治
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
き
た
。

一
、
父
親
の
母
親
、
つ
ま
り
私
の
祖
母
の
50
回

忌
が
三
重
県
の
従
兄
弟
の
家
で
行
わ
れ
た
。
田

舎
育
ち
の
私
に
は
、
出
席
し
た
従
兄
弟
た
ち
は

分
か
る
が
、
そ
れ
以
外
の
人
は
ほ
と
ん
ど
分
か

ら
な
か
っ
た
。
50
年
も
経
て
ば
ま
さ
に
故
郷
は

遠
く
な
り
に
け
り
で
あ
る
。

「新政経懇話会」入会のお願い
「新政経懇話会」では、機関紙「え
とす」の発行をはじめ、二ノ湯さとしの
政治活動をご支援いただける会員を募
集しております。
是非、二ノ湯さとしの政治理念と
主張にご賛同いただき、ご入会下さ
いますようお願い申し上げます。

新政経懇話会　年会費　1万円

入会申込・お問い合わせ先
二ノ湯さとし事務所　☎075-315-2228

「えとす」購読のお願い

口座名：みんなで政治を考える会

ホームページを開設いたしました

毎月一回の発行です。
月刊誌「えとす」は

毎月ご希望の方は、郵便口座振替にて、
ぜひお申し込み下さい
年間購読料　1200円

郵便振替口座　01000－4－62360

二ノ湯さとし事務所
電話　075-315-2228

̶　お問い合わせ先　̶

http://www.ninoyusatoshi.com

「日本真生塾」　第9回例会のお知らせ
平成23年6月27日㈪　18時～21時
場所：龍谷大学アバンティ響都ホール
          （京都駅八条口前アバンティ9Ｆ）
　　　　※東エレベーターからのみ上がれます

＜お問い合わせは事務局へ＞（担当：近藤）

★今後のテーマは「戦後の日本」について進めてまいります。
　使用するテキストは、「骨抜きにされた日本人」（1500円）
★日本真生塾は塾生を引き続き募集しております。
★毎月1回の例会を開催
★年会費　一般（社会人） 5000円
　　　　　学生 2000円

　　右京区西院坤町2ハウスドゥ四条ビル6F
　　　　TEL：050－7544－4018
　　　　メール：nihonsinseijuku＠yahoo.co.jp
　詳しくはホームページをご覧ください。日本真生塾 で検索。　

日本真生塾　塾長　岡本幸治

日時

場所 ホテルグランヴィア京都（JR京都駅ビル内）
8月1日㈪・2日㈫ 16：00～まつり

夏’11

ご案内
の 3階宴会場

ご好評いただいております恒例のビアパーティを開催いたします。
是非ともご参加ください！！

お問い合わせ：二ノ湯さとし京都事務所
お申し込み先：TEL 075-315-2228 FAX 075-315-2310

お一人様　5,000円

二ノ湯さとし事務所 TEL(075)315-2228
FAX(075)315-2310

二ノ湯さとし後援会の皆様も是非ご参加ください。
参議院議員

二ノ湯しんじ後援会旅行会『庄川温泉と白川郷』の旅
◆旅 行 日　平成23年6月25日㈯・26日㈰

◆申込締め切り 5月31日（定員になり次第終了させて頂きます）

◆コース概要（予定）
2日目：庄川温泉→白川郷→高山・上三之町→京都
1日目：京都→木彫りの里・井波彫刻会館→庄川温泉（泊）（旅館　ゆめつづり）

◆参 加 費 34,000円


